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1.研 究 目的 ・内 容

変革期に ある医学教育 の流れ の中で シ ミュ レー シ ョン教育 は、技能や態度教 育の方法 としてその

重要性 を増 してきてい る。技能や 態度は、知識 と異 な り、机上 のみでは習熟 しえない、実際の体

験か らの学びが必要で ある。5学 年 のク リニカル ク ラー クシ ップや3年 、4年 次の各臨床 科の講

義 の合 間 にシ ミュ レー シ ョン教育 を導入 し、最終的 にはカ リキュラムにシ ミュ レーシ ョン教育 を

導 入 してい く。

2.研 究経過及 び成果

{背景}医 学教 育は、往 時は、その存在 さえ見 られなか ったのに、近年飛躍 的に進化 し医療機 関にお

いて必須 の部署 と して認知 され るよ うになった。医学教育学 を基本原理 として踏 ま えなが ら、 シ ミュ

レー ター を活用 したシ ミュ レーシ ョン教育 が医学教 育に非常に有用 である。シ ミュ レー シ ョン教育は、

医療 系学生や 医療従事者が医療手技 を学ぶ ためには必要不 可欠 となって きた。 従来、 シ ミュ レー ショ

ン トレーニ ングは、パイ ロ ッ トの教育法 と して始 ま り、以前か ら看護教 育分野では実施 されていた も

の であるが、近 年、医学教育の分野 にお いて も急速 に導入 され て きてい る。 医療 系学生の卒前、卒後

教育で 臨床現場 を再現 し、臨床手技 を学ぶ ための模擬器具,機 器 を集 めた実習室の こ とをシ ミュレー

シ ョン ラボ と呼んでい る。本大学で は、2007年1月 に シ ミュ レー シ ョン教育 の場 とな るシミュレー シ

ョン ラボを開設 した。学生、臨床研修 医お よび大学病 院内のすべての職種 を対象 とした シ ミュ レーシ

ョン教 育の場 とな ってい る。シ ミュ レー ター の一覧:1BLS,ACLSハ ー トシムACLSト レーニ ングモ

デル2.AED:AEDト レー ニングモデル3.気 管挿 管:気管挿 管シ ミュレー ター4.注 射、採血:手背静脈

注射 シ ミュ レー ター、採血静脈 シ ミュ レー ター5。 分娩:プ ロモー ター分娩介助 トレーナー6.心 音:
ベ ッ ドサイ ド心臓病診 断 シ ミュレー ター7 .呼吸音:呼 吸音聴 診 シ ミュ レー ター8縫 合 縫 合手技D

皮膚セ ッ ト9.眼 底検査:眼 底診 察シ ミュ レー ター10導 尿 、澆 腸:導 尿 、溌腸 トレーニ ングモ デル 、

11.前 立腺 、直腸診:前 立腺 、直腸触診 シ ミュレーター12.腹 部超音波:超音波 トレーニ ングモデル

(卒前 医学教育での シ ミュ レー シ ョン教育)

本大学 も診療参加型 の臨床 実習を導入 して、はや10年 経過 した。 当初 の教 員側 の熱意 も薄れ 、学生

側 も知識 はあ るが、チー ムの一員 として機能 できていない面があ るよ うに感 じられ る。臨床 実習前 に

4学 年 の1-2月 に4週 間 のICMHコ ース を設 け、最後 に共用試験OSCEを 行 って評価 してい る。ま

た6年 次 のadvancedOSCE際 に、 シ ミュ レー シ ョンラボを利用 した シ ミュ レー シ ョン学習 が、 どの

程度 学生の技術習得 に効果的で あるか 、段dvancedOSCEの 成績 とともに検討 を試み るつ も りで ある。

とは言 え、数週間 の講義や実習 で身 に付 くものではな く、低学年の頃 よ り繰 り返 して取 り組 む必要が

あ る。 昔は、実際 の患者 に協力 を求 める ことも可能 であ ったが、現在は倫理 上お よび安全管理上、学

生 がい きな り患者 を対象 にす る ことはできない。 そ こで、実際の患者 に接す る前 に技能や態度 を模擬

的に十分 に演習 させ る必要 がある。 この現場にで るまでの段階で、 シ ミュ レー ター を使 った シ ミュレ
ー シ ョン教育が大切 である

。本大学 も2007年 よ りシ ミュ レー シ ョンラボがで き、BLS,心 音 、呼吸音、

採血 、縫合、気管挿管 、分娩、腹部エ コー な どのシ ミュ レー ター が配置 され、 これ らにて十分研鎭 し
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てから患者さんに接すれば、実 りある臨床実習を行えるはずであると思われた。

{医学部学生におけるシミュレーション実習}

そこで、平成22年9月 か ら12月 にかけて、月2回 、午後5時 一7時 、3年 生を中心に、約10-

15名 の学生に対 して、BLS,ACLS,採 血、腹部エコー実習な どをシミュレーターを使用 して実際

に実習した。実習の前に、約30分 講義を し、実習、最後に前回施行 した実習について小テス トを

行った。実習は、屋根瓦方式にて、高学年が低学年を指導する方式とした。回数を経過すること

に、手技がスムーズになった。シミュレーションは、教員が一方的に指導する教育ではない、教

員と学生、学生と学生が双方向性に関わる体験を通して技能を身につけていく教育である。指導

するものは、指導法について学びを深めることができ、学習者は他者から評価された良い点をさ

らに伸ばし、自分が得意とする技能について指導する立場にたつこともできる。また、個人の臨

床技能の向上のみでなく、学年を越えた学生や他職種を交えたシミュレーションを行 うことでチ
ーム医療の重要性を認識させることも可能である。

(考察)現 在、医学部において医療系学生や医療従事者が医療手技を学ぶためにはシミュレーシ

ョンラボは必要不可欠である。本邦医科大学におけるシミュレーションラボの普及について検討

したものは少なく、アンケー ト調査では、80医 科大学へのアンケー ト調査から59校(80%〉 にシ

ミュレーションラボが設置 されている。また49校(67.1%)で 医学教育カ リキュラムにシミュ

レーション教育が組み込まれている。シミュレーションラボの利用向上に必要なのは、近畿大学

全学を対象とした門戸の解放である。特に、近畿大学の附属中学、高校、他学部学生や教職員へ
一次救命の基本であるBLSな どの実習やAEDの 実習を実施することが可能である。特に、8

月の夏休み期間にこのよ うな実習を行 うことがシミュレーションラボの有効利用に望ましく思わ

れる。多くの学生や教員が本学のシミュレーションラボを利用したシミュレーション教育による

救命処置などを受講し、後に緊急事態に遭遇した時の対応が可能となれば極めて価値がある。こ

のような社会貢献に直接結びつく可能性のあるシミュレーション教育を全学に普及させることに

より、本学の総合大学としての価値向上に寄与しうると考える。

(結語)1.大 学におけるシミュレーション教育は医学生の知識、技能、態度の統合を図るのみ

でなく、問題解決型の学習習慣を身につけ成長し続ける人材を育成するという点から重要な役割

を果たすといえよう。2.シ ミュレーション教育を全学に普及させていく。



3.本 研究 と関連 した今後の研究計画

1.医 学部 内に学生 によるシ ミュレーシ ョンクラブ{特 にACLS,BLA}を 立 ち上げる。

2.シ ミュ レー シ ョンラボ を大学全体 に門戸 を解放 し、シ ミュ レー シ ョン教 育 を全学へ普及 を図

る。

4.成 果 の発表等
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